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３ アウトリーチ等を通じた継続的支援事業 

■ 支援が届いていない人に支援を届ける 

■ 本人との信頼関係の構築 

■ 要支援者を見つけ出すためのネットワーク、 

  つながりづくり 

■ 支援プランの実行・モニタリング 

     

５ 地域づくり事業   

     

４ 参加支援事業   

■ 地域や社会とのつながりづくり 

■ 本人のニーズや課題を把握し、地域の資源を活用し支援 

メニューのコーディネート・マッチングを図る 

 

 

１ 包括的相談支援事業  

     

 

２ 多機関協働事業   

＜ 重層的支援会議 ＞ ＜ 支 援 会 議 ＞ 

・各機関の役割分担を決定 
・支援の方向性の決定 

・事例の情報提供・情報共有 
・見守りと支援方針の検討 
・緊急性がある事案への対応 
 

※個人情報は伏せ、事例のみ共有する 

  地域共生社会の実現に向けた仕組みの充実～重層的支援体制整備事業～（寝屋川市） 

背景と課題 
⚫ 福祉ニーズの多様化・複雑化 

⚫ 家庭、職場、地域等との関係が希薄化し、「自助」、

「互助」が弱まってきた 

⚫ 複合的な課題を有する場合や分野横断的な対応等に縦割りの対応（制度の狭間の問題） 

⚫ 頼る人がいない、相談に行くことが困難な人が社会的に孤立しているケースの増加 

⚫ ３つの支援を一体的に実施『属性を問わない相談支援』 『参加支援』 『地域づくりに向けた支援』 

⚫ 地域住民の複雑化・複合化したニーズに対応する包括的な支援体制の構築 

⚫ 分野を超えた部局横断的な連携体制の整備 
目的（地域共生社会の実現） 

【役割】 

・ 就労継続支援 B型事業（本来サービスの対象とならない人を支援） 
・ 就労準備支援事業（本来サービスの対象とならない人を支援） 
・ 空き家、保育所の空きスペース等を活用した場づくり 
・ 住民活動の場 ・ 地域の企業や商店 等 

- 取組例 - 

【役割】 

■ 世代や属性を超えて交流できる場や居場所の整備 

■ 個別の活動や人のコーディネート 

■ 多分野がつながるプラットフォームの展開 

【役割】 

→ 今後、地域の資源を活用した取組を検討していく 

【役割】 

■ 相談の受け止め 

■ 適切な支援機関へのつなぎ 

 

■ 課題が複雑化・複合化した事例等に関して、関

係者や関係機関の役割を整理、支援の方向性

を示す 

■ 本人同意の有無に応じ重層的支援会議または

支援会議を開催 

■ 支援体制のモニタリング 

 

【役割】 

・連携先が確定しない 
 
・支援メニューが決まらない 
 
・役割分担が決まらない  

・8050問題 
 
・ダブルケア 
 
・ヤングケアラー問題 等 

複雑化・複合化
した事例 

支援に対して 

本人同意あり 
支援に対して 

本人同意なし 

資料３


